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　第1回小美玉市文化協会祭が6月8日から17日にかけて、市内3
会場（小川文化センター、四季文化館「みの～れ」、玉里総合文化
センター）において開催され、多くの方がたの参加・出展により、
大変なにぎわいとなりました。
　各会場とも、絵画や写真、書、手芸などすばらしい作品の展示
をはじめ、コーラスや詩吟、新舞踊などの舞台発表や、ミニ盆栽
づくり、はた織り、茶会などの体験コーナーが設けられました。土
日ともなるとさらに大勢の方が訪れ、熱心に作品を鑑賞する姿が
見られました。（写真は8ページにも掲載）
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6
月
22
日
、
市
執
行
部
と
市

議
会
百
里
基
地
対
策
委
員
会

（
中
村
強
委
員
長
）に
よ
り
、
百

里
基
地
周
辺
対
策
に
つ
い
て
、

東
京
防
衛
施
設
局
に
対
し
陳
情

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
田
市
長
は
、
基
地
所
在
に

よ
る
住
民
生
活
の
影
響
、
不
利

益
や
障
害
を
踏
ま
え
、
基
地
に

起
因
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

地
元
の
実
情
を
理
解
し
、
周
辺

対
策
の
一
層
の
充
実
を
訴
え
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
局
側
か
ら
は
、

德
地
局
長
を
は
じ
め
次
長
、
施

設
部
長
、
事
業
部
長
、
関
係
各

課
担
当
職
員
が
出
席
し
、
各
項

目
に
つ
い
て
、
回
答
と
説
明
が

あ
り
、
要
望
に
つ
い
て
は
市
の

発
展
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
陳

情
事
項
に
つ
い
て
誠
意
を
持
っ

て
対
応
し
て
い
く
旨
の
回
答
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

① 

百
里
飛
行
場
の
民
間
共
用
化
に

伴
う
地
域
振
興
策
に
つ
い
て

  

本
市
で
は
、
百
里
飛
行
場
の

民
間
共
用
化
を
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
な
施
策
と
位
置
づ
け
、
茨

城
空
港
の
開
港
と
こ
れ
に
伴
う

振
興
策
の
早
期
実
現
を
強
く
望

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
今
後
予
想
さ
れ

る
周
辺
対
策
等
に
つ
い
て
、
特

段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

② 

市
独
自
の
基
地
周
辺
障
害

防
止
対
策
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
市
独
自
の
基
地

周
辺
障
害
防
止
対
策
と
し
て
、

周
辺
地
域
及
び
住
民
に
対
し

て
、
電
話
難
聴
対
策
補
助
金
、

テ
レ
ビ
映
像
障
害
対
策
補
助
金

及
び
地
区
運
営
補
助
金
の
交
付

を
し
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
基
地
と
周
辺
住

民
の
調
和
を
維
持
発
展
さ
せ
る

た
め
の
対
策
と
し
て
、
次
の
事

項
に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

テ
レ
ビ
放
送
受
信
料
減
免
区

域
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、

全
額
免
除
と
す
る
こ
と
。

⑵ 

電
話
通
信
料
の
減
免
及
び
地

区
運
営
に
関
す
る
措
置
を
講

じ
る
こ
と
。

③ 

障
害
防
止
事
業
の
助
成
に
つ

い
て

　

百
里
基
地
の
航
空
機
の
飛
行

に
伴
う
障
害
の
防
止
事
業
に

つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て
も

積
極
的
に
導
入
を
図
っ
て
き
た

が
、
そ
の
助
成
基
準
の
改
正
な

ど
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段

の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

補
助
対
象
範
囲
及
び
補
助
対

象
施
設
の
拡
大
を
図
る
こ
と
。

⑵ 

対
象
施
設
等
の
老
朽
化
に
伴

う
更
新
、
改
良
に
要
す
る
経

費
を
補
助
対
象
と
す
る
こ
と
。

⑶ 

平
成
20
年
度
に
防
衛
施
設
庁

補
助
事
業
と
し
て
実
施
予
定

市
執
行
部
と
市
議
会
百
里
基
地
対
策
委
員
会
が

東
京
防
衛
施
設
局
へ
陳
情
し
ま
し
た

陳 情

德地東京防衛施設局長（左）に陳情書を手渡す島田市長

平成 19 年 7 月 12 日　広報おみたま
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の
左
記
事
業
に
つ
い
て
、
所

要
の
予
算
確
保
を
図
る
こ
と
。

　

●
障
害
防
止
事
業

　
　
（
仮
称
）統
合
幼
稚
園

　
　

建
築
工
事
R
C
造
1
階
建 

　
　
　

A
＝
2
，5
0
5
㎡

　
　
　
　

 

６
４
，0
0
0
千
円

④
住
宅
防
音
の
助
成
に
つ
い
て

　

住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て

は
、
そ
の
助
成
等
に
よ
り
障

害
の
軽
減
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る

が
、
い
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な

い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
在
の
助
成
基
準
で

は
、
本
市
に
お
け
る
都
市
計
画

や
基
地
周
辺
の
土
地
利
用
等
、

そ
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
る

状
況
は
解
消
し
難
い
も
の
が
あ

る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

⑴ 

指
定
区
域
告
示
後
の
新
築
家

屋
に
つ
い
て
も
全
室
を
補
助

対
象
と
す
る
こ
と
。

⑵ 

冷
暖
房
機
器
等
に
係
る
電
気

料
金
の
全
額
負
担
を
実
施
す

る
こ
と
。

⑶ 

冷
暖
房
機
器
等
の
耐
用
年
数

を
実
態
に
即
す
る
よ
う
改
正

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
更
新

に
要
す
る
経
費
を
全
額
国
庫

負
担
と
す
る
こ
と
。

⑷ 

太
陽
光
発
電（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
）の
制
度
を
創
設
し
、
そ

の
補
助
対
象
区
域
は
第
1
種

区
域
内
ま
で
と
す
る
こ
と
。

⑸ 

騒
音
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
騒
音
測
定
器
を
速
や
か
に

設
置
・
増
設
す
る
こ
と
。

⑤
移
転
の
補
償
等
に
つ
い
て

　

移
転
の
補
償
及
び
土
地
の

買
い
入
れ
に
つ
い
て
は
、
指

定
さ
れ
た
区
域
内
の
申
し
出

者
に
対
し
順
次
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
区
域

指
定
の
告
示
後
の
建
物
等
に

つ
い
て
は
、
損
失
補
償
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
買
い
入
れ
地
等
の
規

模
に
よ
り
、
そ
の
措
置
が
複
数

年
に
わ
た
っ
た
り
、
申
し
出
か

ら
買
い
入
れ
ま
で
長
い
年
月
を

要
し
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
住
民
の
意
向
に

適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
措
置

を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

移
転
補
償
対
象
区
域
の
指
定

告
示
後
の
建
物
等
に
つ
い
て

も
対
象
と
す
る
こ
と
。

⑵ 

所
要
の
予
算
額
を
確
保
し
、

速
や
か
に
土
地
を
買
い
入
れ

る
こ
と
。

⑶ 

買
い
入
れ
た
土
地
の
適
正
な

管
理
に
努
め
る
こ
と
。

⑥ 

民
生
安
定
施
設
助
成
事
業
に

つ
い
て

　

民
生
安
定
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い

て
も
毎
年
計
画
的
な
導
入
を

図
り
周
辺
対
策
に
努
め
て
い

る
が
、
更
な
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
資
す
る
た
め
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
措

置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

⑴ 

補
助
対
象
区
域
及
び
補
助
対

象
施
設
、
範
囲
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
補
助
率
を
引
き

上
げ
る
こ
と
。

⑵ 

施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
、
改
良
、
修
繕
等
に
要
す

る
経
費
等
を
補
助
対
象
と
す

る
こ
と
。

⑶ 
ソ
フ
ト
事
業
に
対
す
る
補
助

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

⑷ 

平
成
20
年
度
に
防
衛
施
設

庁
補
助
事
業
と
し
て
実
施

予
定
の
下
記
事
業
に
つ
い

て
、
所
要
の
予
算
確
保
を

図
る
こ
と
。

　

●
民
生
安
定
施
設
整
備
事
業

　
　

高
規
格
救
急
自
動
車
購
入

　
　
　
　

 

１
６
，7
5
6
千
円

　
　

無
線
放
送
施
設（
実
施
設
計
）

　
　
　
　
　

 

5
，7
7
9
千
円

　
　

市
道
小
1
0
8
号
線

　
　

用
地
測
量
・
補
償
調
査　

一
式               

　
　
　
　

 

４
２
，1
5
6
千
円

⑦ 

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
に
つ
い
て

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
に
よ
る
公
共
施
設

等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
着
実

に
そ
の
成
果
が
見
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
更
な
る
施
設
等
整

備
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

⑴ 

交
付
金
の
増
額
及
び
所
要
の

予
算
額
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

⑵ 

円
滑
な
事
業
推
進
の
た
め
、

交
付
金
を
早
期
に
決
定
し
、

速
や
か
に
交
付
す
る
こ
と
。

⑶ 

施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
、
改
良
、
修
繕
等
に
要
す

る
経
費
等
を
交
付
金
対
象
と

す
る
こ
と
。

⑷ 

算
定
基
礎
の
改
正
を
図
る

こ
と
。

⑧
農
耕
阻
害
損
失
補
償
に
つ
い
て

　

百
里
基
地
に
は
、
常
に
最
新

鋭
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
等
多

数
の
航
空
機
が
配
備
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
高
性
能
ジ
ェ
ッ
ト

戦
闘
機
等
の
飛
行
に
伴
う
コ
ー

ス
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
補
償
額
も
毎
年
減
少

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

  

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

⑴ 

損
失
補
償
の
対
象
範
囲
を
拡

大
す
る
と
と
も
に
、
グ
レ
ー

ド
の
簡
素
化
を
図
る
こ
と
。

⑵ 

補
償
額
の
増
額
を
図
る
こ

と
。

⑶ 

最
低
補
償
額
を
設
定
す
る

な
ど
制
度
の
見
直
し
を
図

る
こ
と
。

⑨ 

関
連
機
関
等
へ
の
申
し
入
れ

に
つ
い
て

　

百
里
基
地
対
策
に
関
連
し

て
、
次
の
と
お
り
関
係
機
関
へ

の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
特
段
の

配
慮
を
願
い
た
い
。

⑴ 

基
地
交
付
金
に
つ
い
て
、
所

要
の
予
算
額
を
増
額
確
保
す

る
よ
う
総
務
省
へ
申
し
入
れ

る
と
と
も
に
、
航
空
燃
料
税

に
つ
い
て
、
現
行
法
で
は
国

の
納
税
義
務
が
な
い
旨
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
国
の
三
位

一
体
改
革
を
受
け
、
財
政
事

情
が
厳
し
い
昨
今
、
航
空
燃

料
譲
与
税
に
代
わ
る
新
た
な

交
付
金
の
創
設
に
つ
い
て
、

広報おみたま　平成 19 年 7 月 12 日
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あ
わ
せ
て
総
務
省
に
申
し
入

れ
る
こ
と
。

⑵ 
基
地
の
運
用
に
つ
い
て
、
次

の
こ
と
を
航
空
幕
僚
長
へ
申

し
入
れ
る
こ
と
。

　

① 

基
地
周
辺
の
騒
音
公
害
を

軽
減
す
る
た
め
、早
朝（
午

前
8
時
ま
で
）、
昼
休
み

（
午
前
11
時
30
分
〜
午
後

1
時
30
分
ま
で
）、
夜
間

（
午
後
6
時
以
降
）
及
び

土
・
日
・
祝
祭
日
、
地
域

か
ら
の
要
望
に
よ
る
葬
祭

時
、
主
要
行
事
時
の
飛
行

は
特
に
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
き
原
則
と
し
て
行

わ
な
い
こ
と
。

　

② 

離
陸
後
は
速
や
か
に
設
定

し
て
あ
る
訓
練
空
域
に
向

か
う
と
と
も
に
、
基
地
上

空
で
の
訓
練
を
行
わ
な
い

こ
と
、
さ
ら
に
飛
行
コ
ー

ス
や
安
全
飛
行
の
徹
底
を

図
る
こ
と
。

　

③ 

基
地
の
運
用
に
伴
う
協
定

等
を
速
や
か
に
締
結
す
る

と
と
も
に
、
本
市
と
の
連

携
を
密
に
し
、
協
力
体
制

を
整
え
る
こ
と
。

⑩
安
全
対
策
等
に
つ
い
て

　

日
米
共
同
訓
練
を
実
施
す
る

際
は
、「
米
軍
再
編
に
係
る
百

里
基
地
へ
の
訓
練
移
転
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ

る
事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
対

策
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

　

ま
た
、
基
地
周
辺
住
民
へ
の

迅
速
な
情
報
提
供
と
い
う
観
点

か
ら
、
日
米
共
同
訓
練
の
日
程

等
に
つ
い
て
速
や
か
に
本
市
へ

情
報
開
示
す
る
こ
と
。

　
「
第
57
回
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
に
関
す
る
法
務
大
臣

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
6
月

27
日
、
保
護
司
会
の
皆
さ
ん
に

よ
り
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
は
、
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

す
べ
て
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

　

市
で
は
、「
情
報
公
開
条
例
」
と
「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
を
制
定
し
、

市
民
参
加
に
よ
る
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
を
目
的
に
、
情
報
公

開
及
び
個
人
情
報
の
開
示
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
両
制
度
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
条
例
に
基
づ
き

毎
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
を

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⒈
情
報
公
開
請
求
と
決
定
状
況

◆
不
服
申
立
の
件
数
と
決
定
状
況

　

平
成
18
年
度
は
、
情
報
公
開
の
請
求
に
か
か
る
不
服
申
し
立
て
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

◆情報公開の請求状況及び処理の状況　　　　　 （単位：件）

注1 その他の行政委員会は、選挙管理委員会・監査委員・公平委員会・農業委員会・
　　  固定資産評価審査委員会を表します。
注2 上記の数字には、条例によらない情報提供は含まれておりません。

市        長

教育委員会

その他の行政委員会

公営企業管理者及び消防長

議       会

（合計）

5

0

0

0

0

5

2

0

0

0

0

2

2

0

0

0

0

2

1

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

実施機関

区　　分

請
求
の
件
数

公　
　
　

開

部
分
公
開

非

公

開

却

下

等

取

下

げ

不
服
申
立
て

処理状況

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

情
報
公
開
及
び

　
　

  

個
人
情
報
保
護
制
度
の

　
　
　
　
　

実
施
状
況
に
つ
い
て

平成 19 年 7 月 12 日　広報おみたま
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◆
情
報
公
開
の
請
求
が
で
き
る
方

 　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
、
市
内
に
事
業
所
等
を
持
っ
て
い
る
方
、
市

内
の
事
業
所
等
に
勤
務
す
る
方
、
市
内
の
学
校
に
通
学
す
る
方
、
市
が

行
う
事
業
に
具
体
的
な
利
害
関
係
を
持
っ
て
い
る
方
が
請
求
で
き
ま
す
。

⒉ 

個
人
情
報
取
扱
事
務
等
の
届
出
状
況
及
び 

個
人
情
報
保
護
開
示
等

の
請
求
と
決
定
状
況

◆
個
人
情
報
開
示
等
の
請
求
と
決
定
状
況 

 
 　

平
成
18
年
度
は
、
個
人
情
報
に
か
か
る
開
示
等
の
請
求
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

◆
個
人
情
報
の
開
示
請
求
な
ど
が
で
き
る
方

　

本
人
で
あ
れ
ば
、
自
分
自
身
の
個
人
情
報
の
閲
覧
又
は
そ
の
写
し
の

交
付
等
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 

⒊
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
開
催
状
況

　

平
成
18
年
度
は
、
１
回
開
催
し
ま
し
た
。

⒋
情
報
公
開
と
個
人
情
報
開
示
の
経
費

 　
「
閲
覧
」 

は
無 

料
、 「
写
し
の
交
付
」 

は
有
料
と
な
り
ま
す
。

　
（ 

A
3
、
A
4
、
B
4
、
B
5
版
は
１
枚
に
つ
き
10
円
、
図
面
等
の

場
合
は
実
費
相
当
額
を
い
た
だ
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ　

　

市
役
所　

総
務
課　

内
線
1
2
7
4

（
故
）木
村
成
隆
さ
ん

元
社
団
法
人
茨
城
県
東
茨
城
郡
医
師
会

副
会
長

　
（
故
）
木
村
成
隆
さ
ん
（
羽
鳥
）

に
旭き

ょ
く
じ
つ日

双
光
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

木
村
さ
ん
は
、
東
茨
城
郡
医

師
会
会
員
と
し
て
、
ま
た
理
事
・

副
会
長
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
、

東
茨
城
郡
医
師
会
の
た
め
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茨
城
県
国
民
健
康
保

険
診
療
報
酬
審
査
会
員
、
校
医

と
し
て
、
地
域
医
療
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
木
村

さ
ん
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

国
保
中
央
病
院
は
、
開
院
以
来
、
市（
合
併
前
は
旧
小
川
町
）が
直

接
運
営
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
療
制
度
の
改
革
等
に

よ
っ
て
、
医
師
の
不
足
や
医
療
収
入
の
落
ち
込
み
等
が
表
面
化
し
、

そ
の
運
営
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
改
善
に
向
け
て
関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
引
き
続
き
よ
り
良
い
医
療
の
提
供

と
よ
り
効
率
的
な
運
営
を
目
指
し
て
い
く
と
の
方
針
に
基
づ
き
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
自
治
体
が
設
置
す
る
公
の
施
設
の
管
理
運

営
に
民
間
事
業
者
等
の
優
れ
た
部
分
を
と
り
入
れ
る
こ
と
で
、
よ

り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
運
営
の
合
理
化
が
期
待
さ
れ
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
は
、
公
の
施
設
で
あ
る
と
の
認

識
に
立
ち
自
治
体
の
指
示
に
沿
っ
た
管
理
運
営
に
あ
た
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
病
院
の
管
理
運
営
が
指
定
管
理
者
に
移
り
ま
し
て

も
、
公
立
病
院
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、
国
保

中
央
病
院
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に『
市
民
の
病
院
』
で
あ
り
続
け
る

こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
を
基
本
に
、
皆
さ
ま
の
声
や
要
望

の
実
現
を
目
指
す
な
ど
、
皆
さ
ま
と
一
緒

に
〝
よ
り
慕
わ
れ
る
病
院
〞
を
築
き
上
げ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

叙
勲
受
章

◆実施機関別の取扱事務等の届出状況　  （単位：件）

注）  ②は①のうち、例外として「目的外利用及び外部提供」を認めている
　　件数です。

市        長

教育委員会

その他の行政委員会

公営企業管理者及び消防長

議       会

（合計）

131

63

10

2

2

208

39

10

6

1

0

56

実施機関名
個人情報
取扱事務
の届出①

目的外利用
及び外部
提供の届出②

平
成
平
成
2020
年年
44
月
か
ら

月
か
ら

　　

国
保
中
央
病
院
の
管
理
運
営
は
、

国
保
中
央
病
院
の
管
理
運
営
は
、

　
　
　
　

  
『
指
定
管
理
者
』へ
の
移
行
を

『
指
定
管
理
者
』へ
の
移
行
を

　
　
　
　
　
　
　

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

目
指
し
て
い
ま
す
。

広報おみたま　平成 19 年 7 月 12 日
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小美玉市財政事情書（平成18年度下半期）小美玉市財政事情書（平成18年度下半期）小美玉市財政事情書（平成18年度下半期）
　財政事情の公表は年2回行い、市民の皆様方に本市の財政事情をお知らせすることで、市財政の運営状
態を知っていただき、今後のまちづくりに対しご理解とご協力をお願いするものであります。
（今回は平成18年10月1日から平成19年3月31日までの状況についてお知らせします。）

⒈市民の税負担状況
平成19年3月31日現在  （単位：戸・人・円）

⒊公有財産に関する調書
平成19年3月31日現在  （単位：㎡・円）

⒉会計別予算執行状況
平成19年3月31日現在  （単位：千円）

※それぞれの額には、前年度から繰り越された繰越明許費繰越額を含みます。

※平成19年3月31日現在　人口：53,466人　世帯数：18,348世帯

税　　目 調 定 額 世 帯 数 人　　口 一世帯負担額 一人当り負担額 摘　　要

市民税個人分

固定資産税

軽自動車税

国民健康保険税

介護保険料

合　　　計

会　　計 予算現額 収入済額 支出済額
一般会計
国民健康保険特別会計（事業）
国民健康保険特別会計（直診）
老人保健特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
霊園事業特別会計
介護保険特別会計（保険事業）
介護保険特別会計（介護サービス事業）
合　　　計

区　　分

⑴ 基　　金

⑵ 市　　債

⑶ 土　　地

⑷ 建　　物

⑸ 有価証券

現 在 高

3,269,623,000

29,010,635,000

1,161,881.76

154,265.02

54,280,000

一世帯当り

178,200

1,581,133

63.32

8.41

2,958

一人当り

61,153

542,600

21.73

2.89

1,015

16,963,181
5,118,473
203,861
3,713,076
1,921,358
947,339
15,679

2,090,243
2,344

30,975,554

15,314,728
4,469,017
182,159
3,556,349
1,371,714
566,281
15,904

2,051,341
2,006

27,529,499

14,616,219
4,583,096
186,517
3,316,004
1,075,191
529,931
13,478

1,878,901
1,588

26,200,925

1,797,795,000

3,165,311,000

98,572,000

1,701,270,700

178,618,200

6,941,566,900

18,348

〃

〃

10,132

5,418

53,466

〃

〃

22,941

7,477

97,983

172,515

5,372

167,911

32,968

33,625

59,202

1,844

74,159

23,889

現年分を表記

〃

〃

〃

〃

平成 19 年 7 月 12 日　広報おみたま
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子育て応援企業登録事業所一覧　　（敬称略）

（H19.7.2 現在）

No
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

　　　　  事業所名
仲田鋼建株式会社
株式会社栃雪
美野里町農業協同組合
山西建設工業株式会社
有限会社島田工務店
株式会社内藤工務店
株式会社ワイズサポート
茨城やまう株式会社
株式会社藤代範雄デザイン事務所
長島内科
株式会社植田電器
株式会社山義地所
有限会社上田タクシー
株式会社明和技術コンサルタンツ
小美玉市役所
小美玉市社会福祉協議会
茨城県信用組合小川支店
茨城県信用組合美野里支店
社会福祉法人　仲田会　納場保育園
学校法人　明光学園
社会福祉法人　照桑福祉会　玉里保育園
社会福祉法人　照桑福祉会　玉里第二保育園
伊藤忠フレッシュ㈱茨城センター
茨城県中古自動車販売商工組合
社会福祉法人　むつみ会　太陽保育園

子どもを持ちたい人が安心して生み育てることができる社会をめざします！
　　　　　　ー小美玉市子育て応援企業登録制度ー

 

福 

医
療
福
祉
費
受
給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

文
化
財
保
護
の
た
め
の
巡
視
を
行
い
ま
す

　

文
化
財
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
の
成
り
立
ち
を
理
解
す
る
上

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
私
た
ち
の
貴
重
な
歴
史
的
財
産
で
、
将

来
の
文
化
の
向
上
・
発
展
の
基
礎
を
な
す
も
の
で
す
。
小
美
玉
市

に
は
、
県
・
市
指
定
の
文
化
財
や
遺
跡
な
ど
多
く
の
文
化
財
が
所

在
し
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
れ
ら
貴
重
な
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
に
文
化
財

保
護
指
導
委
員
を
置
き
、
委
員
に
よ
る
文
化
財
の
巡
視
を
年
３
回

行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
次
の
と
お
り
巡
視
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

巡視対象遺跡
・南坪貝塚　・雷神山古墳群
・堀之内遺跡・道祖神遺跡
・小川城跡　・石船古墳群
・泥障塚古墳群・五行台遺跡
・竹原城跡　・宮後貝塚
・田木谷遺跡・舟塚古墳群
・下平前遺跡
文化財巡視時期
　第 1 回目 7 月～   8 月
　第 2 回目 9 月～ 12 月
　第 3 回目 1 月～   2 月

問い合わせ
　茨城県教育庁文化課文化財担当
　☎ 029-301-5453
　小美玉市玉里史料館
　☎ 0299-26-9111

　　　　　　　　この制度は、行政と市内の企業が連携して、男女とも働きや
　　　　　　　すい職場を目指し、仕事と育児の両立を支援する企業を「子育
　　　　　　　て応援企業」として PR し、子育て支援の普及を図る目的で昨
年 9 月、県内で初めて制定されました。企業のトップ自らが子育て応援を宣言
し、それに従って育児休業が取りやすい雰囲気作りや、ノー残業デーの実施な
ど、男女が仕事と子育てを両立できる労働条件の整備などに取り組む企業に対
し、市より登録証と登録マークを交付し、市のホームページや市広報などの刊
行物で紹介します。登録マークは、企業のパンフレットや名刺などにも載せら
れますので、子育て支援に積極的に取り組む優良企業としてのイメージアップ
にもつながると期待されます。
　昨年 9 月に要綱を制定し、今年 3 月には登録マークも決定したことから、
対象となる市内の企業約 1180 社に登録を呼びかけたところ、24 社の登録が
ありました。
　6 月 21 日、美野里公民館で行われた登録証交付式では、市長から 24 社の
代表に登録証が手渡されました。登録企業の代表が「政府の少子化対策に賛同
し、男女とも働きやすい職場を目指し、仕事と子育ての両立を支援します」と
子育て応援宣言をし、従業員が出産・育児期を通じて十分な子育てをしながら、
引き続き職務能力が発揮できる職場環境の実現を誓いました。市では、今後も
子育て支援を積極的に支援する企業を募集します。会社のみなさん、あなたの
会社を PR する絶好のチャンスです。さらなるご応募をお待ちしています。
〈申込み・問い合わせ〉
　社会福祉課（玉里総合支所内）児童福祉係　☎ 48 ‒ 1111　内線 3226

子
育
て
応
援
宣
言
を
す
る

県
信
用
組
合
美
野
里
支
店

の
長
尾
支
店
長

登録事業所代表の皆さん

　

医
療
福
祉
制
度
は
医
療
費
の
一
部
負
担
を
公
費
で
助
成
す
る
制

度
で
す
。

　

一
人
親
家
庭
及
び
障
害
者
の
医
療
福
祉
費
受
給
者
証
の
有
効
期

限
は
毎
年
６
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
新
し
い
受
給
証
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、
７
月

１
日
か
ら
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

 

・
小
美
玉
市
役
所　

医
療
保
健
課　

医
療
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
４
８-

１
１
１
１　

内
線
２
１
０
１

 

・
小
川
総
合
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
４
８-

１
１
１
１　

内
線
２
１
０
１

 

・
玉
里
総
合
支
所　

総
合
窓
口
課　

☎
４
８-

１
１
１
１　

内
線
３
１
０
４

広報おみたま　平成 19 年 7 月 12 日
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　6 月 2日（土）小川文化センターにおいて、第 35 回小川地
区交通少年団（久保田英世団長）のリーダー任命式が行われ、
各通学区の新リーダーに団長から任命書が授与されました。
　この少年団は小川地区の 5 つの小学校児童らで構成され、
日常生活や登下校時の交通安全面でのリーダー役を担う高学
年児童の意識を高めるため、毎年組織されます。
　任命式では、先輩団員 2名（横森由希奈さん、寒河江菜々
美さん）による体験発表と優良通学区の表彰が行われました。
また、各校代表団員 5名（荒原知美さん、坂本葉月さん、上
田みのりさん、清宮峻太さん、岡部 駿さん）が宣誓を行い、「交
通安全を中心とする活動を自主的にすすめ、地域の明るいま
ちづくりに協力すること」などを力強く誓いました。
　任命式の後、新団員らは石岡警察署交通課長から横断歩
道の渡り方の実技指導を受けたり、茨城県交通安全協会の協
力のもと、シートベルト体験車に試乗したりしました。実際
に時速 8km のスピードでぶつかった時のショックを体感し、
シートベルトを着用することの大切さを再認識していました。

　地域安全活動推進団体である小美玉市交通安全指導
員会（貝塚博美会長）では、小川北中学校入口の信号機
を遮る樹木や通学路に出ている枝の伐採を行いました。
　これにより、通学路における児童生徒の安全確保が
でき、保護者からは、「信号機がとても見やすくなり、
子どもたちが安心して道路を横断できるようになりま
した」と喜びの声が寄せられました。

展 示

発 表

体 験
コーラス

茶会

はた織り体験コーナー

そば打ち水墨画

太極拳みごとな盆栽　　

平成 19 年 7 月 12 日　広報おみたま
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　6 月 24 日、公民館主催による自然観察教室「龍王峡ハ
イキング」が美野里山の会の皆さんの協力により行われま
した。
　梅雨入りしたばかりでしたが、雨に降られることもなく
絶好のハイキング日和となり、美しい渓谷に沿った道のり
約 6 キロを気持ちよく歩くことができました。初夏のさ
わやかな自然の中、珍しい草花や生き物を見ながら、ゆっ
くりとしたペースで歩くことができ、参加者からは、秋に
もぜひ参加したいとの声が聞こえていました。

　今年も 6 月初旬、竹原中郷の水田 50 アールにアイガモ
50 羽が放たれました。 
　アイガモ農法は、水田に生える雑草、害虫をエサとして
アイガモに食べさせ、フンを肥料に利用しようというもの
で、農薬や化学肥料を使わずに有機無農薬米を作ることが
できるそうです。また、アイガモが泳ぐことで、水中に酸
素が多く含まれ、稲の育成を助けるそうです。この農法は、
アイガモ農法と呼ばれ、農薬や化学肥料が健康、環境に与
える影響が懸念される中、安心でおいしいお米がつくれる
と近年注目されており、一部の農家の間で取り組みが続け
られています。

　5 月 30 日、石岡市の総合運動公園陸上競技
場において、小美玉市内の全小学 6 年生によ
る陸上記録会が開催されました。
　子どもたちは、自己ベストを目指し、それぞ
れの種目において精一杯頑張りました。また、
保護者も多数応援にかけつけ、大きな横断幕を
かかげたり、熱い声援を送ったりしていました。
　結果は次のとおりです。

男　
　

子

種目名

※◎は新記録　※60mHのハードル数は今年度6台で実施（昨年度は5台）

50m

100m

200m

800m

60mH

400mR

走り幅跳び

走り高飛び

ボールスロー

8秒20

14秒79

29秒74

2分39秒34

10秒92

59秒49

3m90cm

1m18cm

55m21cm

大貫　唆護（堅倉竹）

◎石橋　瑞樹（玉里北）

◎岡野　建也（竹 原1）

◎酒寄　祐樹（竹 原 2）

福田　雄輔（玉里東）

羽鳥3

◎笠井　秀樹（竹 原1）

永田　　翔（羽 鳥1）

◎人見　文也（玉　里）

8秒20

14秒97

30秒66

2分41秒79

11秒04

60秒30

3m84cm

1m15cm

51m78cm

廣山　　翔（ 橘 1 ）

◎塚本　雅基（堅倉竹）

◎住川　翔平（羽 鳥 3）

横田　　凌（ 橘 1 ）

谷田部海周（納 場 2）

堅倉松

清宮　　崚太（下吉影）

岩崎　太郎（堅倉松）

◎星野　翔太（野 田 2）

8秒21

14秒99

31秒46

2分42秒29

11秒06

60秒30

3m80cm

1m15cm

49m84cm

齊藤　雄紀（玉里東）

◎佐々木　岳（羽 鳥 3）

小林　亮太（納 場1）

小林　　稜（納 場1）

林　翔太郎（野 田 1）

竹原1

堤　　亮介（竹 原 2）

佐々木達哉（堅倉松）

木村　　悟（堅倉松）

8秒34

15秒30

31秒68

2分47秒05

11秒24

60秒55

3m79cm

1m15cm

47m16cm

鈴木　達也（玉　里）

鎌田　健児（野 田 1）

牧野　広季（納 場 2）

新居見拓人（小 川 1）

清水　孝文（堅倉松）

堅倉竹

片岡　賢也（小 川 2）

松原　京平（納 場1）

土井　脩平（下吉影）

8秒45

15秒47

31秒94

2分48秒38

11秒30

60秒85

3m78cm

1m15cm

46m39cm

三浦　雅貴（納 場 2）

小田部　司（下吉影）

木之内潤平（ 橘 2 ）

仁平　和宏（竹 原 2）

藤枝　慶次（羽 鳥 3）

橘1

富岡　俊成（堅倉松）

海老澤和樹（堅倉竹）

中川　大樹（野 田 1）

8秒50

15秒49

32秒32

2分49秒34

11秒38

60秒85

3m74cm

1m10cm

45m52cm

仙波　優真（羽 鳥 2）

原　　卓矢（ 橘 2 ）

圓城寺宏貴（羽 鳥 2）

菊池　勇太（ 橘 2 ）

中軽米　純（竹 原 1）

野田1

笹目　和輝（玉　里）

藤代　一誠（玉　里）

白石　　陸（竹 原 1）

8秒43

15秒31

31秒57

2分48秒67

11秒15

61秒42

3m61cm

1m17cm

41m41cm

海老澤奈苗（堅倉松）

◎笹目真那実（ 橘 2 ）

廣木　　葵（堅倉竹）

檜山　胡桃（野 田 2）

山田　祐衣（ 橘 2 ）

橘2

荒原　知美（小 川 2）

長谷川千明（野 田 2）

◎羽成　穂華（小 川 1）

8秒44

15秒75

31秒91

2分53秒58

11秒43

61秒57

3m54cm

1m17cm

33m97cm

杉山　ゆき美（玉里北）

◎佐川　祐紀（下吉影）

長谷川　理沙（上吉影）

山田沙也香（ 橘 1 ）

細谷沙菜恵（下吉影）

堅倉竹

田上　美里（上吉影）

高橋　菜南（竹 原 2）

諸星　杏奈（玉里北）

8秒56

15秒83

31秒99

2分57秒11

11秒58

61秒88

3m32cm

1m14cm

32m87cm

久保田采花（玉里東）

◎平本瑞貴（堅倉竹）

松島　花穂（ 橘 1 ）

廣瀬　文香（玉　里）

喜多見　碧（羽 鳥1）

橘1

村中　千夏（ 橘 2 ）

長島　歩美（ 橘 1 ）

藤井　菜摘（ 橘 1 ）

8秒63

16秒08

33秒52

2分58秒81

11秒64

62秒27

3m16cm

1m11cm

32m20cm

中山　美奈（納 場1）

小松さゆり（羽 鳥 3）

嶋崎　杏南（納 場 2）

武田　奈 （々堅倉竹）

塚田　裕衣（羽 鳥 3）

羽鳥3

飛田あかね（野 田 1）

内田　彩香（玉里北）

橋本　咲希（玉　里）

8秒81

16秒14

33秒58

2分59秒04

11秒68

62秒42

3m13cm

1m11cm

30m90cm

小久保未央（納 場1）

佐々木詩織（野 田 1）

久保田有里彩（羽 鳥1）

栗野優衣子（竹 原 1）

茂木　美幸（ 橘 1 ）

下吉影

鈴木　彩子（竹 原1）

齋藤　綾香（羽 鳥 3）

荻原由佳子（ 橘 2 ）

8秒83

16秒21

33秒76

2分59秒62

11秒68

62秒64

3m11cm

1m08cm

29m86cm

飯田　　忍（野 田 2）

﨑尾　汐海（羽 鳥1）

林　　千捺（ 橘 2 ）

中村　千尋（ 橘 2 ）

小沼　友姫（羽 鳥 2）

堅倉松

佐藤　綾香（玉　里）

塚本　久美（竹 原 1）

稾谷　有紀（納 場 2）

50m

100m

200m

800m

60mH

400mR

走り幅跳び

走り高飛び

ボールスロー

1 位

1位

2位

2位 2位

2 位 3 位 4 位 5 位 6 位

種目名 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位

女　
　

子 5位

〈平成19年度　小美玉市小学校陸上記録会結果〉

広報おみたま　平成 19 年 7 月 12 日
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リ
コ
ー
ダ
ー
で
オ
シ
ャ
レ
な
曲
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
?
ド
レ
ミ

が
吹
け
れ
ば
講
師
の
先
生
が
し
っ
か

り
と
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
見
学
も

で
き
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

活
動
日　
原
則
：
月
2
回 

第
1
・
3
土
曜
日

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時
30
分　

　
　
　
　
（
先
生
の
指
導
は
月
1
回
）

場　

所　

玉
里
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

講　

師　

 

一
村　

誠
也
先
生

　
　
　
　

 （ 

東
京
芸
術
大
学
音
楽
部

別
科
修
了
）

対　

象　

 

小
学
3
年
生
〜
一
般

　
　
　
　
（ 

2
年
生
以
下
で
も
保
護
者

同
伴
で
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
）

会　

費　

 

1
か
月
：
子
ど
も 

5
0
0
円 

　
　
　
　

大
人
2
，0
0
0
円

問
安
部
田　

☎
５
８-

１
１
８
１

　

高　

野　

☎
２
４-

０
７
８
６

　

山　

岸　

☎
２
７-

１
７
４
６

　

青
少
年
を
育
て
る
小
美
玉
市
民
の

会
で
は
、「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

仲
良
く
楽
し
い
食
事
を
目
指
し
て

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
し

ま
す
。

日　

時　

8
月
19
日（
日
）

　

天
体
望
遠
鏡
で
夏
の
星
座
や
惑
星

を
観
測
し
て
み
ま
せ
ん
か
!!
星
座
の

た
め
に
な
る
講
話
も
あ
り
ま
す
。

と　

き　

8
月
10
日（
金
） 

　
　
　
　

午
後
7
時
〜
9
時
ご
ろ

　
　
　
　

予
備
日
：
8
月
11
日（
土
）

と
こ
ろ　

 

玉
里
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー 

駐
車
場
・
集
会
室

対　

象　

 

市
内
の
小
学
1
年
生
か
ら

一
般
の
方
ま
で 

40
名

　
　
　
　
（
先
着
順
）

※ 

3
年
生
以
下
は
保
護
者
の
参
加
が

原
則
で
す
。

※ 

た
だ
し
、
参
加
者
が
10
名
に
満
た

な
い
場
合
は
開
設
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

講　

師　

 

菊
地　

隆
男
さ
ん 

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

　

市
内
の
生
涯
学
習
施
設
に
備
え
て

あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
直
接
お
申
込
み
い
た
だ

く
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お
申
込
く
だ

さ
い
。（
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。）

申
込
期
間　

7
月
20
日（
金
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　

8
月
3
日（
金
） 

　

問
玉
里
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
６-

９
１
１
１

　

℻  
２
６-

９
２
６
１

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

場　

所　

 

四
季
健
康
館（
美
野
里
地
区
）

献　

立　

 

か
つ
お
の
焼
き
霜
づ
く
り
、

か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
ー
プ
、

　
　
　
　

温
野
菜
の
サ
ラ
ダ
ほ
か

指　

導　

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

持
参
す
る
も
の　

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

募
集
人
員　

親
子
20
組

　
　
　
　
　
（ 

先
着
順
、
定
員
で
締

め
切
り
ま
す
。）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

 

美
野
里
・
小
川
・
玉
里

公
民
館
に
備
え
て
あ
る

参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
開
始
日　

8
月
1
日（
水
）

そ
の
他　

 

12
月
に
玉
里
地
区 

、1
月

に
小
川
地
区
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

主　

催　

 

青
少
年
を
育
て
る
小
美
玉

市
民
の
会　

家
庭
部
会

問
生
涯
学
習
課 

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
２
２
３
２

　

旧
小
川
町
・
旧
美
野
里
町
・
旧
玉

里
村
の
ゴ
ル
フ
団
体
が
、
小
美
玉
市

ゴ
ル
フ
連
盟
と
し
て
新
し
く
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　

結
成
を
記
念
し
て
、「
第
1
回
小

美
玉
市
ゴ
ル
フ
連
盟
結
成
市
民
ゴ
ル

フ
大
会
」を
開
催
し
ま
す
の
で
、奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

大
会
日　

7
月
31
日（
火
）

会　

場　

 

太
平
洋
ク
ラ
ブ
&
ア
ソ
シ

エ
イ
ツ
美
野
里
コ
ー
ス

経　

費　

•
参
加
料　
　
　
　

  

3
，０
０
０
円

•
プ
レ
ー
費　

　

 

１
２
，５
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
１
R
キ
ャ
デ
ィ
ー
・
昼
食
付
）

参
加
資
格　

 

小
美
玉
市
民
並
び
に
市

内
の
事
業
所
等
に
勤
務

す
る
者
で
、
今
後
部
員

と
し
て
活
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
者
。

申
込
締
切　

 

7
月
25
日（
水
）ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先

•
小
川
地
区　

小
美
玉
市
体
育
協
会
事
務
局  

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
２
２
３
３

•
美
野
里
地
区 

希
望
ヶ
丘
公
園
管
理
棟    

　

☎
４
７-

０
１
６
７

•
玉
里
地
区  

玉
里
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー  

　

☎
２
６-

５
７
６
１

そ
の
他　

 

組
合
せ
表
は
、
大
会
4
日

前
ま
で
に
各
自
宛
送
付
し

ま
す
。

期　

間　

7
月
22
日（
日
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　

8
月
19
日（
日
）

場　

所　

 

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

プ
ー
ル

時　

間

　
（
午
前
の
部
）午
前
9
時
〜
正
午

　
（
午
後
の
部
）午
後
1
時
〜
５
時

休　

み　

毎
週
月
曜
日
、

　
　
　
　

7
月
31
日（
火
）

　
　
　
　

8
月
14
日（
火
）・
15
日（
水
）

料　

金　

中
学
生
以
下　

　

５
０
円

　
　
　
　

高
校
生
以
上　

１
０
０
円

※
団
体（
20
人
以
上
）は
2
割
引

施　

設　

 

25
m
プ
ー
ル
・
幼
児
用

プ
ー
ル

そ
の
他　

 

小
学
校
3
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。

問
希
望
ヶ
丘
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
７-

０
１
６
７

 

小
美
玉
市
体
育
協
会

第
1
回
小
美
玉
市
ゴ
ル
フ
連
盟
結
成

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内

申

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

「
お
父
ち
ゃ
ん
の
台
所
」

の
ご
案
内

プ
ー
ル
開
放
が
始
ま
り
ま
す

「
星
を
観
る
会
・
夏
」

の
ご
案
内

♪
リ
コ
ー
ダ
ー
同
好
会

　
「
笛
の
音
楽
隊
〜
ピ
ッ
コ
ロ
〜
」

　
　

メ
ン
バ
ー
募
集
中
♪

平成 19 年 7 月 12 日　広報おみたま
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こ
ん
に
ち
は
!

　
　
　
　
　
「
筑
波
か
す
み
」
で
す
。

　

い
よ
い
よ
お
目
に
か
か
れ
る
日
が

き
ま
し
た
。
感
動
的
な
出
会
い
を
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

8
月
9
日（
木
）〜
12
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時 

　
　
　
　
（ 

た
だ
し
、
最
終
日
は
午

後
3
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

 

四
季
文
化
館「
み
の
〜
れ
」 

風
の
ホ
ー
ル

展
示
内
容　

 

・
答
礼
人
形
「
筑
波
か
す

み
」 ・
青
い
目
の
人
形
た
ち 

・
身
の
回
り
品
、小
道
具
類
・

友
情
の
手
紙（
コ
ピ
ー
） 

・

関
連
書
類　

な
ど

関
連
イ
ベ
ン
ト

　

・ 

テ
ー
プ
カ
ッ
ト（
期
間
中
午
前

9
時
、
小
学
生　

先
着
50
名
）

　

・ 

グ
ッ
ズ
販
売（
メ
モ
帳
、一
筆
箋
、

フ
ァ
イ
ル
、
は
が
き
、
C
D
、

ピ
ン
バ
ッ
ジ
）

　

・ 

感
想
文
募
集
…
会
場
で
書
い
た

も
の
を
展
示
し
ま
す
。

　

・ 「
か
す
み
」と
写
真
を
!
…
係
員

の
指
示
で
各
自

送
迎
バ
ス　

 

小
川
・
玉
里
地
区
は
、

小
学
校
単
位
で
送
迎
バ

日　

時　

９
月
１
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
（
開
場　

午
後
０
時
30
分
）

場　

所　

 

四
季
文
化
館「
み
の
〜
れ
」

講　

演　
「 

二
人
三
脚
で
乗
り
越
え

た
介
護
の
日
々
〜
今
日

も
二
人
で
〜
」

　
　
　
　
　
　
　

小
山
明
子（
女
優
）

入　
場　
料　

無
料

参
加
申
込　

　

会
場
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
明
記

の
う
え
、は
が
き
、F
A
X
又
は
メ
ー

ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。　

（
申
込
受
付
は
、
定
員
６
０
０
名
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

　

問
茨
城
県
人
権
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
１
０-

８
５
５
５

　
　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８-

６

　

☎ 

０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
６

　

℻   

０
２
９-

３
０
１-

３
１
３
８

　

E
メ
ー
ル

　
　

koso5@
pref.ibaraki.lg.jp

ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（ 

乗
車
で
き
る
の
は
、
小
学

4
年
生
以
上
の
児
童
生
徒

と
そ
の
保
護
者
の
み
）

入
場
料　

無
料

問
☎
４
７-

０
５
１
８（
福
田
）

「
人
形
展
」の
た
め
の
送
迎
バ
ス
配
車
表 

※ 

い
ず
れ
の
日
も
、
午
前
11
時
に「
み

の
〜
れ
」を
出
発
し
、帰
校
し
ま
す
。

　

親
子
で
料
理
を
作
る
楽
し
さ
を

味
わ
お
う
!
料
理
を
通
し
て
親
子

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

作
る
楽
し
さ
を
体
験
し
な
が
ら
心

と
身
体
を
育
む
大
切
な
「
食
」
に

つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
!!

日　

時　

①
9
月
2
日（
日
）

　
　
　
　

②
10
月
21
日（
日
）

　
　
　
　

③
11
月
25
日（
日
）

※ 

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か

ら
午
後
1
時
の
予
定

場　

所　

 

四
季
健
康
館　

栄
養
指
導
室

対　

象　

 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
、
小
学
生
以
上
の
子
と

父
親
（
ま
た
は
祖
父
）

内　

容　

料
理
教
室

献　

立　

 

旬
の
食
材
を
使
っ
て
お
料

理
を
つ
く
り
ま
す
。

　

第
１
回
目
は 「
煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
」

「
か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
ー
プ
」

「
フ
ル
ー
ツ
サ
ラ
ダ
」

　

 

第
２
回
目
以
降
は
後
日
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

講　

師　

 

食
生
活
改
善
推
進
協
議

会
・
管
理
栄
養
士

定　

員　

15
組（ 

応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

費　

用　

 

材
料
費
実
費
と
し
て
、
１
名

で
１
回
に
つ
き
５
０
０
円
程

度
を
当
日
徴
収

申
込
み　

 

電
話
、
ま
た
は
F
A
X
、

は
が
き
、
E
メ
ー
ル
で
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

7
月
31
日（
火
）

持
ち
物　

 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん

（
バ
ン
ダ
ナ
等
で
可
）、 

米

（
1
組
で
1
カ
ッ
プ﹇
約
1

合
﹈）、
上
履
き

　

小
美
玉
市
役
所

　
　

企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画
係

　

〒
３
１
９-

０
１
９
２

　

小
美
玉
市
堅
倉
８
３
５

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
１
２
３
２

　

℻  
４
８-

１
１
９
９

　

E
メ
ー
ル

　
　

kikaku@
city.om

itam
a.lg.jp

　

県
で
は
、
多
く
の
県
民
の
皆
様
に

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
機

会
と
す
る
た
め
、
地
域
別
の
人
権
啓

発
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
小
美
玉
市
を
会
場
に
開

催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

父
と
子
の
料
理
教
室

パ
パ
と
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
!!

人
権
啓
発
講
演
会
の
ご
案
内

人
形
大
使

「
筑
波
か
す
み
」と

　
「
青
い
目
の
人
形
」展

申

下吉影小学校
上吉影小学校
橘小学校
玉里小学校
玉里北小学校
玉里東小学校
小川小学校（本田町公民館）
野田小学校（小川B&G海洋センター）

8／ 9（木） 8：00
8／ 9（木） 8：30
8／ 9（木） 8：30
8／10（金） 8：30
8／10（金） 8：30
8／10（金） 8：30
8／11（土） 8：30
8／11（土） 8：30

乗降場所 発日時 定員 代表者

40名

28名
40名
28名
28名
40名
38名

沼田　マサ （☎58－0378）

井坂　末子 （☎58－0062）
鶴町　淨子 （☎58－3573）
小玉　知子 （☎58－3880）
笹目　秋子 （☎26－0765）
高野　順子 （☎58－2336）
田村　チイ （☎58－4078）

申

広報おみたま　平成 19 年 7 月 12 日
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検
査
項
目　

 

エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・

梅
毒

料　

金　

無
料

問
水
戸
保
健
所
保
健
指
導
課

　

☎
０
２
９-

２
４
１-

０
５
７
１

　

エ
イ
ズ
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
２
９-

２
４
１-

９
９
９
１

　

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国

の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な

ど
、有
利
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問 （
独
）勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

☎
０
３-

３
４
３
６-

０
１
５
１（
代
）

　

８
月
13
日（
月
）か
ら
16
日（
木
）ま

で
休
館
と
な
り
ま
す
。

※
な
お
、白
雲
荘
の
お
風
呂
は
、ボ
イ

ラ
ー
等
機
器
類
点
検
整
備
を
行
う
た

め
、
８
月
13
日（
月
）か
ら
１
週
間
程

度
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
白
雲
荘　

☎
２
６-

４
1
２
６

　

白
河
診
療
所
は
８
月
13
日（
月
）・
14

日（
火
）
が
休
診
と
な
り
ま
す
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
高
年
齢
者
の
方
の
講
習
会

で
す
。
全
課
程
修
了
者
に
は
茨
城
県

の
定
め
る
訪
問
介
護
養
成
研
修
修
了

証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

と　

き　

８
月
30
日（
木
）か
ら
23
日
間

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
石
岡

　
　
　
　
（
石
岡
市
茨
城
３-

１
６-

２
０
）

受
講
資
格　

 

概
ね
60
歳
〜
64
歳
ま
で

全
日
程
受
講
が
で
き
、

就
職
を
希
望
す
る
方

定　

員　

30
名（ 

希
望
者
多
数
の
場

合
は
書
類
選
考
と

し
ま
す
）

受
講
料　

 

無
料

※ 

た
だ
し
、
介
護
施
設
実
習
の
検
便

代（
１
，０
０
０
円
程
度
）は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

申
込
方
法　

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
所
定
の
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

８
月
10
日（
金
）

問
石
岡
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３-
３
３
９
９

日　

時　

毎
週
火
曜
日

受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時
30
分 

※
夜
間
検
査　

毎
月
第
２
火
曜
日 

　
　
　
　
　

午
後
５
時
〜
７
時
受
付

会　

場　

水
戸
保
健
所

試
験
日
時　

第
１
次 

10
月
14
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　

第
２
次
11
月
中
旬
予
定

試
験
会
場　

 

湖
北
水
道
企
業
団
事
務
所
２
階

（
石
岡
市
田
島
２
丁
目
６
番
４
号
）

試
験
の
方
法

　

第
１
次　
（
各
職
種
共
通
）

　
　
　
　
　

 

教
養
試
験
・
適
性
検
査
・
作
文
試
験

　
　
　
　
　
（
土
木
・
電
気
）専
門
試
験

　

第
２
次　

口
述
試
験
・
身
体
検
査

受
験
手
続

　

採
用
試
験
実
施
要
項
及
び
受
験
申

込
書
は
湖
北
水
道
企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　

U
RL http://w

w
w
.kohoku.org

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
所
要
事
項
を
自
筆
に

よ
り
記
入
し
、
湖
北
水
道
企
業
団
総

務
課
に
直
接
持
参
す
る
か
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
で
申
し

込
む
際
は
封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
」

と
朱
書
き
し
、
簡
易
書
留
な
ど
の
確

実
な
方
法
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
に
次
の
書
類
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

① 

卒
業
証
明
書（
最
終
学
歴
）及
び
修
得
科
目

が
判
断
で
き
る
も
の（
成
績
証
明
書
等
）

②
実
務
経
験
が
証
明
で
き
る
書
類

※ 

申
込
書
及
び
添
付
書
類
は
お
返
し

い
た
し
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　

８
月
１
日（
水
）〜

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
７
日（
金
）

　
　
　
　
　

 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
休
日
は

除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
湖
北
水
道
企
業
団 

総
務
課

　

☎
２
４-

3
2
3
2

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
課
程

養
成
講
座
の
ご
案
内

H
I
V（
エ
イ
ズ
）・性
感
染

症
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す

中
小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
!

退
職
金
は
国
の
制
度
で

白
雲
荘
臨
時
休
館

白
河
診
療
所
休
診
日

平
成
19
年
度 

湖
北
水
道
企
業
団
企
業
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

■ 職種、採用予定人員及び受験資格
職　　種 採用予定人員 受験資格（年令以外は 1 つの該当で可）

昭和49年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた方。

昭和49年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた方。

第3種電気主任技術者以上の資格を有する方。

昭和49年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた方。

大学卒業以上（来春卒業予定）の方。

大学において土木工学（衛生工学・水道工学・
環境工学等水道に関する科目）を履修した方
又は履修予定(来春卒業予定)の方。
高校及び専門学校において土木に関する科目を
履修し、その後土木又は水道事業に関する実務
経験が平成20年3月末に2年以上となる方。

大学において電気に関する科目
を履修した方又は履修予定
（来春卒業予定）の方。

土木関係以外の大学及び高校を卒業後、土木
及び水道事業に関する実務経験が平成20年
3月末に3年以上となる方。

高校又は専門学校において電気に関する科目
を履修し、その後電気に関する実務経験が
平成20年3月末に2年以上となる方。

高校卒業以上の方で、一般事務に関する
簿記やコンピュータ、情報処理などの資格
を有する方。
高校卒業以上の方で、有資格者の下で簿記や
コンピュータ、情報処理などの実務経験が
平成20年3月末に2年以上となる方。
高校卒業以上の方で、一般事務の実務
経験が、平成20年3月末に4年以上と
なる方。

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

5

土木技師 1名

電気技師 1名

一般事務 1名

※ 

採
用
予
定
人
員
に
つ
い
て
、
第
１
次
試
験
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
土
木
・
電

気
の
採
用
枠
を
増
や
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

8月5日・12日
◆受付　午前９時～１１時３０分
　　　　午後１時～３時３０分

◆受付  午前９時～１１時３０分・午後１時～３時３０分
日

5

 12

日

14

15

 外　　　科

 渡辺クリニック （石岡市） ☎(26)7633

 斉藤病院 　　  （石岡市） ☎(26)2131

 歯　　　科

 冨田歯科医院 （石岡市） ☎(26)6677

 吉田歯科医院 （石岡市） ☎(22)2209

8月4日・5日・11日・12日
◆受付 　午後７時～１０時３０分

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 休日診療当番医(歯科)休日診療当番医(歯科)8月8月8月 8月8月8月

緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５
緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）

8月8月8月
休　

日

夜　

間

平成 19 年 7 月 12 日　広報おみたま
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市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
奨
励

し
、
ス
ポ
ー
ツ
水
準
の
向
上
及
び
振

興
を
図
る
た
め
、
全
国
ス
ポ
ー
ツ
大

会
な
ど
に
出
場
し
た
個
人
・
団
体
に

対
し
「
小
美
玉
市
民
体
育
祭
」
に
お

い
て
表
彰
し
ま
す
。

表
彰
対
象

　

平
成
18
年
11
月
か
ら
平
成
19
年
8

月
ま
で
に
お
い
て
、
国
、
地
方
公
共

団
体
が
主
催
、
共
催
、
後
援
す
る
全

国
大
会
等
へ
出
場
す
る
市
内
在
住
の

個
人
・
団
体
。

○ 

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

　

児
童
、
生
徒
に
お
い
て
関
東
大
会

以
上
の
大
会
に
出
場
す
る
者
又
は
出

場
し
た
者

○
一
般　

　

全
国
大
会
に
出
場
す
る
者
又
は
さ

れ
た
者

（ 

但
し
、
茨
城
県
内
で
の
予
選
大
会

を
経
て
、
全
国
大
会
等
の
出
場
資

格
を
得
た
者
に
限
る
。）

申
込
期
限　

平
成
19
年
8
月
31
日（
金
）

　

問 

小
美
玉
市
教
育
委
員
会 
生
涯

学
習
課 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係（
小

川
総
合
支
所
内
）

　

☎
４
８-

１
１
１
１

　

内
線
２
２
３
３
・
２
２
３
４

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
選
手
・

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
団
体
の

表
彰
を
行
い
ま
す
!

小
美
玉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
会

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
活
性
化
の
た
め
に

　

〜
宝
く
じ
助
成
事
業
で
備
品
を
整
備
〜

　

市
内
の
小
学
校
区
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
連
絡
会
で
あ
る
小

美
玉
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
会
は
、
今
回
、
宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
高
揚
の
た
め
に
必
要
な
文
化
活
動
用
備
品
を
購

入
し
ま
し
た
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
会
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
ら
の
備
品
を
活
用
し

て
、
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
よ
り
活
性
化
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

※ 

こ
の
助
成
は
、宝
く
じ
の
普
及
・
広
報
を
目
的
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
に
必
要
な
施
設
や
備
品
を
整
備
す
る
た
め
に
助
成
し
て
い
る
も

の
で
す
。

申

❶ 

雇
用
保
険
の
受
給
資
格
要
件
が
変
わ
り
ま
す

○ 

こ
れ
ま
で
の
週
所
定
労
働
時
間
に
よ
る
被
保
険
者
区
分（
短
時
間
労
働

者
以
外
の
一
般
被
保
険
者
／
短
時
間
被
保
険
者
）を
な
く
し
、
雇
用
保

険
の
基
本
手
当
の
受
給
資
格
要
件
を
一
本
化
し
ま
す
。

○ 

原
則
と
し
て
、
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
新
】　 

雇
用
保
険
の
基
本
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
週
所
定
労
働
時
間
の
長
短

に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
、
12
月（
各
月
11
日
以
上
）の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
。

※ 

倒
産
・
解
雇
等
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方
は
、
６
月（
各
月
11
日
以
上
）が
必
要
。

❷ 

育
児
休
業
給
付
の
給
付
率
が
50
％
に
上
が
り
ま
す

○
給
付
率
を
休
業
前
賃
金
40
％
か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
ま
す
。

○ 

平
成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
職
場
復
帰
さ
れ
た
方
か
ら
平
成
22
年
３
月
31

日
ま
で
に
育
児
休
業
を
開
始
さ
れ
た
方
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
新
】　 

休
業
期
間
中 

30
％ 

＋ 

職
場
復
帰
後
６
か
月 
20
％  

※ 

育
児
休
業
給
付
の
支
給
を
受
け
た
期
間
は
、
基
本
手
当
の
算
定
基
礎
期
間
か
ら
除

外
さ
れ
ま
す
。（
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
育
児
休
業
を
開
始
さ
れ
た
方
に
適
用
）

❸ 

教
育
訓
練
給
付
の
用
件
・
内
容
が
変
わ
り
ま
す

○ 

本
来
は
「
３
年
以
上
」
の
被
保
険
者
期
間
が
必
要
で
あ
る
受
給
要
件
を
、

当
分
の
間
、
初
回
に
限
り
「
１
年
以
上
」
に
緩
和
し
ま
す
。

○ 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
被
保
険
者
期
間
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
給
付
率
及

び
上
限
額
を
一
本
化
し
ま
す
。

○ 

い
ず
れ
の
措
置
も
、
平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
指
定
講
座
の
受
講
を

開
始
さ
れ
た
方
が
対
処
と
な
り
ま
す
。

【
新
】　 

被
保
険
者
期
間
3
年
以
上
20
％（
上
限
10
万
円
）

　
　
　
（
初
回
に
限
り
）被
保
険
者
期
間
１
年
以
上
で
受
給
可
能

問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡　

☎
２
６-

８
１
４
１

あ
な
た
の
再
就
職
を
応
援
し
ま
す
!

　

結
婚
・
育
児
・
介
護
の
た
め
に
退
職
し
、
再
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

専
門
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
ア
ド
バ
イ
ス
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
無
料
）

問
い
合
わ
せ　

㈶
21
世
紀
職
業
財
団　

茨
城
事
務
所

       　
　
　
　
　

水
戸
市
三
の
丸
１-

４-

７
３　

水
戸
三
井
ビ
ル
12
階

       　
　
　
　

☎
０
２
９-

２
２
６-

２
４
１
３

　

雇
用
保
険
法
が
変
わ
り
ま
す
!

　
　
　
　
　
　
　

〜
雇
用
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ
〜

広報おみたま　平成 19 年 7 月 12 日
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けんこうビューけんこうビューけんこうビュー 認知症高齢者と
　　家族をささえる

　認知症を知らせるサインは、ごく初期の場合は本人はもちろんのこと周囲の人たちも気づかないことが
多く、早期診断・早期治療の機会を逃すことが多いようです。
　次の症状に気づいたら、早い時期に専門医の診察を受け認知症の進行を遅らせましょう。

①同じことを何度も言ったり、聞いたりするようになった。
②置忘れやしまい忘れが目立つようになった。
③蛇口やガス栓の閉め忘れが目立つようになった。
④日課をしなくなった。
⑤以前はあった興味や関心がなくなった。
⑥時間や場所の感覚が不確かになった。
⑦物の名前が出てこなくなった。「あれ」「これ」「それ」が多くなる。
⑧だらしなくなった。
⑨ささいなことで怒りっぽくなった。
⑩財布やお金、物品などを「盗まれた」と言うようになった。

あなたが認知症になったとしたら、想像できますか？

認知症の初期症状のうち日常生活の変化

①よその人にはしっかりした態度や対応をします。
　（家族にはつじつまの合わないことを言ったりするのに、他人にはきちんと挨拶したり、受け答えができている。）

②自分が失敗したことや不利なことは認めようとせず、それを隠そうとします。
　（汚した下着を隠すなど）

認知症の初期症状のうち、相手に対する変化

85歳以上の1/4に認知症が…
　統計的に85歳以上の1/4に認知症がみられるといわれています。小美玉市においても、今後、認知症の方
が多くなることが予測されます。
　地域の方が目となって「おかしいな」と思ったら、様子を見ながら声かけをしてください。「どうされまし
たか？」「どちらまでいかれますか？」など。

（地域の皆さまの理解と支えが、認知症の本人とその家族にとって大きな力となります。）

●やっぱりおかしいなと思ったら、その方の家族や小美玉市介護福祉課・小美玉市地域包括支援センター
　へお知らせください。
　　　小美玉市介護福祉課　　　　　　☎　４８－１１１１　内線3111
　　　小美玉市地域包括支援センター　☎　５８－１２８２

ポイント①　認知症と年相応の物忘れはちがいます。
　　　　　　　認知症は、脳細胞が障害されていく病気のためにおこります。
　　　　　　　そのため、本人の自覚があまりありません。
　　　　　　　年相応の物忘れは、少し時間がたつと思い出します。
　　　　　　　（芸能人の名前など思い出せないことありませんか？）

健康増進課　☎４８－０２２１【問い合わせ】

地域の力で見守りながら…

平成 19 年 7 月 12 日　広報おみたま
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四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

二
分
刈
り
の
汗
噴
く
あ
た
ま
す
り
寄
す
る
二
才
児
す
で
に
男
の
匂
い
す　

　
　
　

幡　

谷　

啓　

子

　

二
万
株
の
れ
ん
げ
つ
つ
じ
の
花
の
丘
友
と
登
れ
ば
か
っ
こ
う
の
鳴
く　

　
　
　
　

宮　

本　

長　

治

　

植
ゑ
し
ま
ま
二
十
余
年
経
し
木も

っ
こ
く斛

を
粗あ

ら
づ
く造

り
す
る
心
の
は
ず
む　

　
　
　
　
　
　

山　

口　
　
　

清

　

杉
森
に
生
き
て
ゐ
た
の
か
青
ば
づ
く
二
声
鳴
き
て
長
き
夜
が
来
る　

　
　
　
　
　

沼　

田　

み
ど
り

　

蚕
豆
の
出
荷
に
追
わ
れ
新
聞
さ
え
読
む
暇
も
な
く
き
ょ
う
も
過
ぎ
た
る　

　
　
　

根　

本　

智
恵
子

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

又
暗
き
ニ
ュ
ー
ス
映
れ
る
テ
レ
ビ
消
し
金
魚
の
水
を
と
り
か
え
て
や
る　

　
　
　

菊　

地　

道　

子

　

桜
咲
く
磯
部
神
社
に
集
ま
り
し
友
ら
と
謡
曲
桜
川
う
た
う　

　
　
　
　
　
　
　
　

矢　

野　

寅　

男

　

暁
の
空
に
消
え
行
く
白
鳥
を
池
花
池
の
岸
に
見
送
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

充　

孝

　

残
月
の
西
空
に
あ
る
霜
の
道
受
験
の
孫
を
駅
ま
で
送
る　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

巴
川
春
の
流
れ
の
川
上
に
難
台
山
は
か
す
み
て
青
し　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

由　

雄 

　
　み

の
り
短
歌
教
室

　

五
月
雨
を
含
み
て
垂
れ
る
小
手
毬
に
添
え
る
花
々
迷
い
つ
つ
折
る　

　
　
　
　
　

小　

林　

英　

子

　

一
株
の
ヒ
ナ
ゲ
シ
な
り
し
一ひ

と
と
せ年

に
道
彩
り
て
列
な
し
て
咲
く　

　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

ま　

さ

　

こ
こ
に
生
え
我
れ
に
引
か
れ
る
運さ

だ
め命

か
も
庭
の
小
草
の
花
実
を
見
つ
む　

　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

　

孫
か
ら
の
初
給
料
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
包
み
開
き
て
涙
を
ぬ
ぐ
う　

　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

て
る
え

　

こ
の
年
も
五
十
万
本
の
ポ
ピ
ー
咲
き
小
貝
川
辺
に
人
あ
ふ
れ
お
り　

　
　
　
　
　

塚　

本　

き
ぬ
子　

玉
里
短
歌
会

　

メ
ジ
ャ
ー
初
登
板
の
初
勝
利
松
坂
君
よ
男
の
勝
負
が
い
よ
い
よ
始
ま
る　

　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

　

芥
川
賞
青
山
七
重
の
「
ひ
と
り
日
和
」
中
味
の
虚
無
感
に
な
ぜ
か
魅ひ

か
れ
る　

　

藤　

田　
　
　

久

　

戸
を
繰く

れ
ば
わ
が
畑
中
に
野
兎
を
嫁
は
見
詰
め
て
感
嘆
の
声　

　
　
　
　
　
　
　

高　

柳　

義　

信

　

恐
ろ
し
き
名
を
持
つ
花
よ
蝮

ま
む
し
ぐ
さ草

毒
も
つ
如
き
紫し

こ
ん紺

の
花
び
ら　

　
　
　
　
　
　
　

平　

野　

ふ　

さ

　

観
覧
車
ゆ
っ
た
り
廻
る
下
の
世
界
は
巨
大
絵
画
の
展
示
と
も
見
ゆ　

　
　
　
　
　

小　

松　

き　

そ

小
川
俳
句
会

　

声
か
け
て
一
枝
手た

お折
る
庭
さ
つ
き　

　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

和　

代

　

体
重
に
合
せ
て
暮
す
更
衣　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏　

崎　

尚　

子

　

父
の
日
や
抱
き
寝
し
孫
も
二
児
の
父　

　
　
　
　
　
　

河
原
井　

美　

代

　

花
菖
蒲
池
面
に
映
え
る
太
鼓
橋　

　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　

七
変
化
今
朝
は
好
み
の
色
に
咲
き　

　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

み
づ
う
み
俳
句
会

　

菅す
げ

咲
く
が
朝
草
刈
り
の
畦
に
見
ゆ　

　
　
　
　
　
　
　

笹　

目　
　
　

徹

　

初
鰹
口
も
滑
ら
か
酔
い
し
夫　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

島　

久
美
子

　

草
刈
り
の
草
よ
り
現
る
る
石
仏　

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

初
鰹
提
げ
て
帰
り
し
父
懐
古　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

村　

愛　

子

　

家い
え
づ
と苞

の
氷
ず
し
り
と
初
鰹　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

み
の
り
俳
句
会　

　

躓
き
て
光
を
は
じ
く
春
の
川　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

草　

心

　

薫
風
は
身
体
を
通
り
抜
け
る
風　

　
　
　
　
　
　
　
　

白
根
澤　

清　

香

　

野
っ
原
の
散
策
蝶
を
後
先
に　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関　

本　

国　

子

　

つ
つ
じ
早
や
咲
き
競
ひ
合
ふ
陽
気
か
な　

　
　
　
　
　

立　

原　

千　

代

　

鶯
の
交
互
に
競
ふ
や
う
に
鳴
く　

　
　
　
　
　
　
　
　

滑　

川　

き
ぬ
ゑ

欅
の
会

　

水
の
音
風
に
聴
か
せ
る
行
々
子　

　
　
　
　
　
　
　
　

村　

田　

妙　

子

　

梅
雨
雲
を
満
載
に
し
て
さ
ざ
波
す　

　
　
　
　
　
　
　

渡　

部　

み
つ
え

　

湖
水
に
は
風
の
廊
下
や
夏
木
立　

　
　
　
　
　
　
　
　

岡　

島　
　
　

進

　

草
茂
る
大
の
字
と
な
り
天
仰
ぐ　

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　
　

静　

堂

　

ヨ
ッ
ト
快
走
一
句
の
ペ
ン
の
投
げ
出
さ
れ　

　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

新
緑
の
織
成
す
山
や
ち
ぎ
れ
雲　

　
　
　
　
　
　
　
　

中　

根　
　
　

彪

　

露
草
の
今
日
一
日
の
色
に
咲
き　

　
　
　
　
　
　
　
　

福　

島　

邦　

誉

　

雨
雲
の
筑
波
隠
し
て
梅
雨
に
入
る　

　
　
　
　
　
　
　

宮　
　
　

登
志
子

　

野
の
果
て
の
空
に
迫せ

り
出
す
雲
の
峰　

　
　
　
　
　
　

安　

彦　

昭　

子

　

田
廻
り
に
青
田
の
鷺さ

ぎ

を
た
た
せ
け
り　

　
　
　
　
　
　

荒　

井　

栗　

山

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

五
月
雨
や
一
人
の
客
の
バ
ス
の
行
く　

　
　
　
　
　
　

亀　

井　

幸　

子

　

葉
に
遊
ぶ
雨
蛙
見
て
し
ば
し
程　

　
　
　
　
　
　
　
　

乗　

添　

ま
り
子

　

嫁
ぎ
し
娘
新
居
に
馴
じ
み
更
衣　

　
　
　
　
　
　
　
　

漆　

原　

妙　

子

　

梅
雨
入
り
を
告
げ
て
山
鳩
く
ぐ
み
鳴
く　

　
　
　
　
　

浅　

野　
　
　

誠

　

紫
陽
花
や
父
の
命
日
雨
し
と
ど　

　
　
　
　
　
　
　
　

矢　

口　

友　

子

広報おみたま　平成 19 年 7 月 12 日
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◆体験教室のご案内◆
　四季文化館「みの～れ」において、8 月18 日から26 日の9 日間、第4 回みの～
れ芸術展（小美玉市にゆかりのある芸術家たち）が開催されます。体験教室は、
みの～れ芸術展に出展されている先生を講師に楽しく体験できるコーナーです。

■ Aコース（陶芸絵付け教室）　講師：藤代 範雄（グラフィックデザイナー）
　世界にたった一つのマグカップを創って、自分の生活を演出しよう。
　と　　き　8月18日（土）　午後1時～4時
　と こ ろ　四季文化館（みの～れ）
　定　　員　30 名　　　  対象年齢　小学生以上
　参 加 費　500 円 / 人
　用意するもの　鉛筆、消しゴム
■Bコース（グラッフィックデザイン教室）　講師：藤代 範雄 （グラフィックデザイナー）
　  団扇（うちわ）にパソコンでオリジナルのデザインをして、あなた
　もデザイナーの仲間入り。
　と　　き　8月19日（日）　午後1時～4時
　と こ ろ　藤代範雄デザイン事務所（行方市）四季文化館からの送迎あり
　定　　員　10 名　　　  対象年齢　小学生以上
　参 加 費　500 円 / 人　用意するもの　鉛筆、消しゴム
■Cコース（墨で遊ぼう）講師：若泉青陽 （書家）
　　色紙や木に墨を使って、自分の想いを文字で表現してみよう。
　と　　き　8月18日（土）、19日（日）　午後1時～4時
　と こ ろ　四季文化館（みの～れ）
　定　　員　各日大人10名、子ども10名
　対象年齢　小学生以上　参 加 費 　500 円 / 人
　用意するもの　筆（大・小）、すずり又は小皿

申込締切　各コースとも、7月31日（火）　定員になり次第締め切ります。
申込み・問い合わせ　四季文化館（みの～れ）　☎ 48 － 4466　（大山）

◆押尾コータローコンサート【チケット発売中】

と　　き　9 月 9 日（日）
　　　　　午後 6 時開演
入場料金　5,000 円（全席指定）

◆水森かおりコンサート【チケット発売日】
と　　き　9 月 29 日（土）
　　　　　午後 2 時
　　　　　午後 6 時（2 回公演）
入場料金　5,000 円（全席指定）

　　グランドピアノを弾いてみませんか !
　　　ピアノ試弾会のご案内
期　間　8 月～平成 20 年 3 月
場　所　小川文化センター大ホール
料　金　1,000円（1 回 1 時間とし 3 回分）
　　　　　　　  （一人何回でも可）
対象者　市内に在住又は在勤の方

申込み・問い合わせ　
　　　　小川文化センター　　☎ 58－ 0921
休館日　月曜日・祝日
　　　　（月曜日が祝日の場合はその翌日）

消
費
者
問
題
を
知
っ
て

　
　

    　

賢
い
消
費
者
に
な
ろ
う
!

　

30
代
ま
で
の
比
較
的
若
い
人
に
被
害
が
多
い
、
こ
と
ば
巧
み
な
デ
ー
ト
商
法

と
二
次
被
害
。
今
回
は
そ
の
被
害
に
あ
っ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

《
相
談
事
例
》
会
っ
て
お
話
し
ま
せ
ん
か
と
電
話
で
呼
び
出
し 

｜
デ
ー
ト
商
法
と
二
次
被
害
｜

　

あ
る
日
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
、
明
る
い
か
わ
い
い
女
性
の
声
が
…
。
少
し

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
言
う
の
で
、
少
し
だ
け
な
ら
と
会
話
に
つ
き

あ
う
と
、
趣
味
の
旅
行
の
話
に
な
り
、
今
度
会
う
こ
と
に
。
デ
ー
ト
に
誘
わ
れ

た
よ
う
な
気
分
に
な
り
、
駅
前
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
で
待
ち
合
わ
せ
。
２
人
で
話
が

盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
か
彼
女
に
、
旅
行
が
格
安
に
な
る
会
員
権
を

す
す
め
ら
れ
…
。

　

せ
っ
か
く
仲
良
く
な
っ
た
彼
女
に
何
度
も
す
す
め
ら
れ
、
断
り
き
れ
ず
、「
会

員
権
な
ん
だ
け
ど
、
形
だ
け
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
買
っ
た
契
約
に
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
」と
言
わ
れ
る
ま
ま
に
、
結
局
高
額
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。

で
も
、
そ
の
毎
月
の
支
払
い
が
高
額
の
た
め
不
安
に
な
り
、
契
約
を
取
り
消

そ
う
と
思
っ
て
、
翌
日
彼
女
に
連
絡
を
し
た
が
つ
な
が
ら
な
い
!
あ
わ
て
て

販
売
店
に
断
り
の
電
話
を
入
れ
た
が
、「
も
う
解
約
で
き
な
い
」と
言
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

●
異
性
の
興
味
を
く
す
ぐ
る
よ
う
な
電
話
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
す
る
こ
と
!

　
デ
ー
ト
商
法
に
代
表
さ
れ
る
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法
の
多
く
は
、
呼
び
出

さ
れ
て
何
時
間
も
勧
誘
さ
れ
続
け
、
疲
れ
て
正
常
な
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
た

こ
ろ
を
見
は
か
ら
っ
て
契
約
す
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー

ト
商
法
は
、
男
性
に
は
女
性
の
、
女
性
に
は
男
性
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
つ
い
て

恋
人
気
分
で
言
葉
巧
み
に
勧
誘
す
る
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
!
電
話
で
誘
わ

れ
て
も
安
易
に
応
じ
る
の
は
考
え
も
の
で
す
。

● 

契
約
書
を
交
わ
し
て
か
ら
８
日
間
以
内
だ
っ
た
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

で
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
!

　

こ
の
場
合
の
よ
う
に
、業
者
が「
も
う
解
約
で
き
な
い
」と
い
っ
て
も
大
丈
夫
。

契
約
書
を
交
わ
し
て
か
ら
８
日
間
以
内
だ
っ
た
ら
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
で

解
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
は
、
迷
わ
ず
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
!

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
契
約
を
し
た
場
合
、
何
年
か
経
っ
て
か
ら
、「
君
は
ま
だ

会
員
名
簿
に
残
っ
て
い
る
。
会
費
滞
納
が
○
○
万
円
。
支
払
う
か
、
退
会
す
る

な
ら
別
な
契
約
を
し
て
も
ら
う
。」と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル（
会
員
権
の
二
次
被
害
）

に
あ
う
こ
と
が
多
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
先　

茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
９-

２
２
５-

６
４
４
５

プロの先生が親切丁寧に教えてくれます。 
これで夏休みの宿題もバッチリ ?

平成 19 年 7 月 12 日　広報おみたま
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6
月
20
日
、茨
城
県
立
消
防
学
校
（
茨
城
町
）

に
お
い
て
茨
城
県
消
防
救
助
技
術
大
会
が
開
催

さ
れ
、
小
美
玉
市
消
防
本
部
の
救
助
隊
が
ロ
ー

プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
の
部
で
優
勝
し
、
7
月
19
日

に
東
京
で
行
わ
れ
る
関
東
地
区
救
助
指
導
会
に

出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
と
は
4
人
1
組（
要

救
助
者
を
含
む
）で
、
2
つ
の
塔
の
間
に
水
平

に
張
っ
た
ロ
ー
プ
を
渡
り
、
反
対
側
の
塔
の
上

に
い
る
要
救
助
者
を
救
出
す
る
ま
で
の
安
全
確

実
性
と
所
要
時
間
を
競
う
競
技
で
す
。

橋
はしもと

本  佑
ゆ か

花ちゃん
（平成 17年 5月 28日生）
◆おてんばでイタズラが大好き。
　今日も元気に走り回っています。

押
おしかも

鴨  一
いっせい

成ちゃん
（平成 17年 7月 9日生）
◆フォークリフトが大好きです。
　元気に育ってね。

幡
は た や

谷  真
ま き

希ちゃん
（平成 18年 2月 17日生）
◆毎日、お兄ちゃんと元気に遊んで
　います。やさしい子になってね。

　

か
け
お
の
会（
冨
山
成
美
代
表
）で
は
、
月
2
回
第

1
・
3
水
曜
日
に
小
川
公
民
館
に
集
ま
り
、
3
台
あ
る

は
た
織
り
機
を
使
っ
て
、布
の
生
地
を
織
っ
て
い
ま
す
。

　

池
上
和
子
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
11
名
で
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
若
い
人
に
も
興
味
を
も
っ
て
ほ
し
い

と
、
こ
れ
ま
で
文
化
祭
を
中
心
に
地
元
の
ま
つ
り
等
に

参
加
、出
展
し
て
、は
た
織
り
の
楽
し
さ
、良
さ
等
を
伝

え
る
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
で
活
動
を
始
め
て
ち
ょ
う
ど
10
年
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
地
元
に
伝
わ
る
昔
か
ら
の
織
り
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

継
承
で
き
る
よ
う
、
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

づ
く
り
、
草
木
染
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

共
同
作
品
の
創
作
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
挑
戦
し
な
が
ら
、
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

標
を
秋
の
市
民
文
化
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
へ
の
出
品
に
お
い
て
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
い
作
品
を
織
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
た
い
と
い
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。
興
味
の
あ
る
方
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
、
見
学
に
お
越
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
お
り
ま
す
。

続けています続けています！！
～草木染めの糸を使い、はた織りを楽しむ～

かけおの会

情報をお寄せください !
　何かを10年以上続けている、後継者を望
んでいるグループ、スポーツなど県大会以
上で活躍した方などで掲載をご希望の方
は、市役所秘書広聴課（☎48 －1111 内線
1221）まで情報をお寄せください。

が ん ば っ て い ま す

　

５
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
、
岐
阜
県
下
呂

市
で
全
国
か
ら
各
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
強
豪
69

チ
ー
ム
が
一
堂
に
会
し
、
ま
さ
に
日
本
一
を
決

め
る
「
第
25
回
全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

下
呂
温
泉
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
栄

誉
あ
る
大
会
で
小
川
イ
ー
グ
ル
シ
ニ
ア
チ
ー
ム

が
、
み
ご
と
第
3
位
に
輝
き
ま
し
た
。

小
川
イ
ー
グ
ル
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
が

　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
で
第
3
位
！

小
美
玉
市
消
防
本
部
救
助
隊
が

関
東
大
会
出
場

優勝したロープブリッジ救出出場選手
　　　 後列左から 外之内 雅忠、池田 直樹
　　　 前列左から 長谷川 哲也、山口 智志

小川イーグルシニアの皆さん

広報おみたま　平成 19 年 7 月 12 日
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　　今回は、美野里公民館図書室を紹介します ! 美野里公民館図書室は、
　美野里公民館を入ってすぐの左側にあります。室内の中央には大きな机
　があり、じっくりと調べ物などができます。何といっても、午後10時
　　（中学生以下は午後 8 時）まで利用できるところが魅力です。

　場　　所　小美玉市堅倉 835 番地
　　　　　　☎ 0299 ‒ 48 ‒ 1110　FAX0299 ‒ 48 ‒ 3679
　　　　　　URL http://www.city.omitama.lg.jp/minorikoumin/index.html
　開館時間　午前 9 時 30 分～午後 10 時
　休 館 日　毎週水曜日、祝日、年末年始（12月28 日から1月4日）

　★ はじめて利用するときは、
　　市内に住んでいる方、通勤、通学している方ならどなたでも利用できます。
　図書利用カード登録申込書により、利用者登録を行い、「図書利用カード」を発行します。
　
　貸出点数と期間　 ● 5 冊まで 15 日間

　〈館　　　内〉　一般書は室内に、児童書はホールにあります。
　〈蔵 書 検 索〉　美野里公民館図書室の蔵書がインターネットで検索できます。
　　　　　　　　上記 URL にアクセスのうえ、ご利用ください。
　〈おはなし会〉　月 1 回土曜日におはなし会を行っています。
　　　　　　　　広報おみたまお知らせ版でお知らせしますので、
　　　　　　　　ぜひお越しください。

次回広報おみたま8 月号の発行日は 8 月9 日（木）です。この広報紙は再生紙を使用し、環境に優しい大豆インキで印刷しています。

▼
取
材
で
龍
王
峡
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
し
て
、
久
し
ぶ
り

に
気
持
ち
の
良
い
汗
を
か
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
美
し

い
景
観
に
途
中
で
足
を
止
め
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た

が
、
私
が
一
番
驚
い
た
の
は
、
こ
の
写
真
の
生
き
物
で
し

た
。
皆
さ
ん
は
こ
の
写
真
を
見
て
何
か
わ
か
り
ま
す
か
?

答
え
は
「
カ
エ
ル
の
卵
」
だ
そ
う
で
す
。
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
と
い
い
、
龍
王
峡
に
あ
る
池
の
木
の
上
に
毎
年
卵
を
産

む
そ
う
で
す
。
普
段
は
樹
上
で
生
活
を
し
、
産
卵
の
時
だ

け
池
に
や
っ
て
く
る
の
だ
そ
う
で
す
。
10
〜
15
セ
ン
チ
の

白
い
泡
の
か
た
ま
り
の
中
に
約
3
ミ
リ
の
卵
が
３
０
０
〜

５
０
０
個
入
っ
て
い
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
す
。
池
は
水

た
ま
り
の
よ
う
に
本
当
に
小
さ
く
て
、
孵
化
し
て
水
中
に

落
ち
て
し
ま
っ
た
ら
こ
の
光
景
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
思

う
と
、
感
激
で
し
た
!

参
加
者
の
皆
さ
ん
の
生

き
生
き
と
し
た
ス
ナ
ッ

プ
写
真
や
集
合
写
真
を

載
せ
ら
れ
な
い
の
が
残

念
で
す
が
、
全
員
が
自

然
を
満
喫
で
き
た
ハ
イ

キ
ン
グ
で
し
た
。

▼
間
も
な
く
子
ど
も
た
ち
お
待
ち
か
ね
の
夏
休
み
で
す
!

こ
の
期
間
は
、
地
元
に
残
る
ま
つ
り
な
ど
の
ほ
か
、
市
で

も
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
す
。
個
人
で
は
計
画
が
難
し
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
も
、
市
の
催
し
に
参
加
申
込
み
す
る
と
負
担
が

少
な
く
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
夏
は
、
ぜ
ひ

親
子
で
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

お
み
た
ま

お
み
た
ま
サ
プ
リ

　

サ
プ
リ
に
は
、「
付
録
、
補
足
」
の
意
が
あ
り
ま
す
。
身
近
な
話
題

を
お
み
た
ま
サ
プ
リ
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
情
報
の
あ
る
方
は
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http://www.city.omitama.lg.jp/mobile/index.html

施設訪問 ～図書館編～

美野里公民館図書室

貴船神社役場前
バス停

堅倉
郵便局

小美玉市役所小美玉市役所小美玉市役所

国道6号線石岡市 茨城町

美野里公民館図書室へ行ってみよう!美野里公民館図書室へ行ってみよう!
ぐる～っ

と

おみたま
ぐる～っ

と

おみたま

平成 19 年 7 月 12 日　広報おみたま


